
財産⽬録の操作説明 

 

1. 合計部⾨の選択 

 

 

財産目録は通常は法人全体で作成しますので、“合計”部門を選びます。 

ただし、事業別あいるは拠点別の財産目録を作りたい場合はそれぞれの部門を選んでくだ

さい。 

 

2. 財産⽬録の作成 

 

財産目録のボタンを押すと、次のような画面になります。 

この画面で必要な事項を記入して、“印刷”ボタンを押してください。 

 

 

  



3. おもな操作 

場所・物量等及び使用目的の文字入力 

ダブルクリックすると次のような画面になりますので、記入してください。 

Enterkey を押すと、改行して複数行の入力が出来ます。 

1 行は 13 文字まで入り、入力できる最大文字数は全角で 50 文字までです。 

空白行を入れると行間が広がりますので、不要な空白行は削除してください。 

 

 

 

複数行の明細が必要な場合 

 行挿入をしたい一つ下にカーソルポインタを移動させて、“＋”ボタンを押すと 1 行追加

されます。 

 

 

建物に 2 行追加した例です。Code で整列しますので、この例のようにコードを追加してく

ださい。 

 
 

 

  



4. 出⼒例 

 

 

 

  



5. ⼟地や建物に明細⾏を挿⼊する⽅法 

“＋”ボタンを押して行挿入をします。 

必要な事項を記入して、それぞれの明細金額は“内訳金額”欄に記入します。 

 

 

この方法による出力例は次のように建物の内訳金額として表示されます。 

 

この方式の利点は勘定科目の変更を行うことなく明細行の追加が出来ます。 

 

 

6. ⼟地や建物に⼩科⽬を設定する⽅法 

勘定科目の設定画面で次の例のように補助科目を追加すると、この小科目が明細行になり

建物小計になります。 

 

 

このようにすると、財産目録で明細行を挿入しないでも次のような出力になります。 

 
 

この方式の利点は一度設定すると便利ですが、既に入力してある期首繰越金や仕訳をやり

直す必要があります。また、対応する資金収支科目も小科目の追加が必要になります。 

 


